
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
栽
培
に
適
し
た

箕
島
地
区

　
J
A
福
山
市
管
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

で
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
栽
培
を
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
中
で
も
福
山
市
南
部
に
位
置
す
る
箕
島

町
は
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
栽
培
に
適
し
た
水
は

け
の
よ
い
砂
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
の
栽
培
は
、
露
地
と
ハ
ウ
ス
の
併

用
で
８
月
20
日
ご
ろ
～
翌
年
5
月
15
日
ご
ろ

（
播
種
は
3
月
い
っ
ぱ
い
で
終
了
）の
期
間
内

に
2
回
転
、
多
い
と
こ
ろ
で
は
3
回
転
と
長

期
間
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
減
農
薬
に
も
積
極
的
で
、
圃ほ

場
各
所
に
フ

ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ
を
設
置
。
誘
殺
さ
れ
た

害
虫
か
ら
発
生
状
況
や
時
期
を
予
想
す
る
こ

と
で
適
時
防
除
を
行
い
、
農
薬
の
使
用
を
極

力
減
ら
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
収
穫
し
た
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
調
製
作
業
の

後
、
１
箱
に
20
袋（
１
袋
2
0
0
ｇ
）詰
め
に

し
て
箕
島
共
同
選
果
場
へ
持
ち
込
ま
れ
、
て

い
ね
い
に
仕
分
け
て
地
元
の
福
山
市
場
や
、

岡
山
市
な
ど
へ
出
荷
さ
れ
ま
す
。

「
タ
フ
ス
カ
イ
」「
福
兵
衛
」

「
伸
兵
衛
」の
リ
レ
ー
で

長
期
出
荷
を
目
指
す

　
「
試
作
の
と
き
、
タ
キ
イ
の
兵
衛
シ
リ
ー
ズ

は
草
姿
が
立
性
で
下
葉
と
り
な
ど
の
調
製
が

は
か
ど
る
と
感
じ
ま
し
た
」。そ
う
話
す
の
は
、

取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
箕
島
園
芸
組
合

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
部
会
の
楠く

す

隆
雄
部
会
長
で
す
。

部
会
の
メ
ン
バ
ー
は
現
在
15
戸
で
全
体
面
積

は
約
9
ha
。
楠
さ
ん
は
ハ
ウ
ス
12
棟（
40
ａ
）

と
露
地
60
ａ
で
栽
培
。
ご
自
身
と
奥
様
、
一

人
の
パ
ー
ト
さ
ん
で
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
タ
フ
ス
カ
イ
」「
福ふ

く

兵べ

衛え

」「
伸し

ん

兵べ

衛え

」を導
入

 

～
良
作
の
秘
密
は
子
葉
が
大
き
く
、

　 

初
期
生
育
が
す
ぐ
れ
る〝
ＬＬ
サ
イ
ズ
〟種
子
に
あ
り
！
～

［農業列島］

産地ルポ
ホウレンソウ

広島県 A福山市
箕島園芸組合

（
編
集
部
）

福山市

岡山県広島県

   A福山市
グリーン箕島店
   A福山市
グリーン箕島店

　広島県東部の２市１町を管内とする JＡ福
山市は、南北６０㎞東西２５㎞のエリアを擁する
大規模な JＡです。特産のクワイは生産量日
本一を誇り、果樹のブドウや稲作などバラエ
ティ豊かな農産物に恵まれた地域です。

地域概況

↑楠部会長（左）と JA福山市グリーン箕島店の佐藤さん（右）。「伸兵衛」の播種を終えたハウスの前にて。

↑Lサイズのホウレンソウ種子は、子葉が大き
く、葉軸がしっかりするため初期生育がすぐ
れており、箕島園芸組合ではLサイズを指定
している。

↑楠さんは、播種機「ごんべえ」にLサイズの「伸兵衛」の
タネを入れ、穴径3.5㎜のベルトを使って１粒まきを
されている。穴径が小さ過ぎるとタネが詰まってしま
うので、タネのサイズに合ったベルトを用意している。
ベルトは簡単に交換できるそうだ。
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例
年
は
、
ト
マ
ト
、
メ
ロ
ン
、
シ
ロ
ウ
リ

な
ど
を
ハ
ウ
ス
で
7
月
ま
で
収
穫
し
、
土
壌

消
毒
後
の
お
盆
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
ハ
ウ
ス

の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
栽
培
が
始
ま
り
ま
す
。

品
種
は
、
暑
さ
に
強
い「
タ
フ
ス
カ
イ
」か
ら

ス
タ
ー
ト
。
通
常
株
間
は
4
・
5
㎝
で
す
が

夏
は
風
通
し
を
よ
く
す
る
た
め
に
5
・
5
㎝

と
広
め
に
と
り
ま
す
。
遮
熱
シ
ー
ト
は
必
ず

用
い
ま
す
が
、
遮
光
シ
ー
ト
の
使
用
は
控
え

て
、
色
の
り
を
よ
く
す
る
そ
う
で
す
。

　
次
い
で
播
種
期
幅
の
広
い「
福
兵
衛
」、
10

月
後
半
か
ら
は
低
温
で
も
伸
長
性
の
あ
る「
伸

兵
衛
」
へ
と
リ
レ
ー
。
品
種
の
特
長
を
う
ま

く
使
い
分
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
食
味
面
で
も
工
夫
を
重
ね
ら
れ
て

い
ま
す
。
楠
さ
ん
は
4
年
の
年
月
を
か
け
て

肥
料
試
験
を
行
い
、
理
想
の
食
味
を
追
求
さ

れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
硝
酸
態
チ
ッ
ソ
を
３

０００


ppm
に
抑
え
る
と
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
特

有
の
え
ぐ
み
が
な
く
な
り「
伸
兵
衛
」の
味
が

一
段
と
お
い
し
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
は

部
会
の
誰
も
が
絶
賛
し
た
そ
う
で
す
。
こ
う

い
っ
た
栽
培
や
味
を
追
求
す
る
努
力
が
市
場

の
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

L
サ
イ
ズ
種
子
へ
の
こ
だ
わ
り

　
部
会
の
こ
だ
わ
り
は
も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
種
子
の
サ
イ
ズ
で
す
。

箕
島
園
芸
組
合
で
は
、
通
常
産
地
が
播
種
機

の
関
係
で
Ｍ
サ
イ
ズ
を
求
め
る
の
に
対
し
、

Ｌ
サ
イ
ズ
の
種
子
を
好
ん
で
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。「
Ｌ
サ
イ
ズ
の
種
子
の
方
が
、
発
芽
の

そ
ろ
い
が
よ
く
、
子
葉
が
大
き
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。
葉
軸
も
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。

タ
キ
イ
さ
ん
は
Ｍ
サ
イ
ズ
と
Ｌ
サ
イ
ズ
を
選

択
で
き
、
同
じ
粒
数
で
値
段
も
変
わ
ら
な
い

か
ら
お
得
で
す
ね
。
Ｌ
サ
イ
ズ
が
人
気
に
な

っ
て
、
手
に
入
ら
な
く
な
っ
た
ら
嫌
だ
か
ら

あ
ん
ま
り
言
い
た
く
な
い
秘
密
だ
け
れ
ど

（
笑
）」
と
、
こ
だ
わ
り
の
理
由
を
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
取
材
時
は
11
月
上
旬
、
年

末
に
2
0
0
0
ケ
ー
ス
出
荷
を
目
標
に
「
伸

兵
衛
」
の
Ｌ
サ
イ
ズ
種
子
を
ま
き
終
え
た
と

こ
ろ
で
し
た
。

新
規
就
農
者
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
る
研
修
制
度

　
福
山
市
箕
島
地
区
で
は
新
た
な
担
い
手
を

確
保
す
る
た
め
に
、
平
成
20
年
に
箕
島
地
区

担
い
手
育
成
協
議
会
を
設
立
し
、
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
を
中
心
と
し
た
経
営
を
目
指
す
研
修
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
原
則
1
年
間
、
現
地

研
修
を
通
じ
て
就
農
準
備
を
行
い
、
円
滑
な

就
農
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
高
齢
化
に

よ
る
産
地
の
衰
退
に
歯
止
め
を
か
け
る
取
り

組
み
で
す
。

　
就
農
前
は
消
防
署
員
だ
っ
た
楠
さ
ん
。
退

職
後
、
お
父
様
か
ら
農
業
を
受
け
継
ぎ
、
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
栽
培
の
技
術
を

身
に
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
研
修
生
の
受
け
入

れ
を
行
う
こ
と
で
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
次
の

世
代
に
引
き
継
い
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。

←
インドネシアの西ジャ
ワ州から日本へ農業の
研修に来ているシスカ
さん。箕島地区では外
国人実習生の受け入れ
や新規就農者の研修な
どを行っている。

↑「タフスカイ」と兵衛シリーズは、収穫のとき葉折れが少なく、
下葉の調製も容易。

↑12月27日、年末の出荷に合わせてハウスで栽培中の「伸兵衛」。

↑箱詰めされたホウレンソウは、福山市場を経て地元のスーパ
ーや学校給食に。

↑10月15日まきの「伸兵衛」（11月9日の圃場）。露地圃場はさら
っとした水はけのよい砂地が広がる。
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